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名古屋大学教授 清 水 圭 三
今か ら700年程前 と云えば,鎌 倉時代北 条時 宗(1251-1284)の頃,日 蓮上 人や蒙古来襲
の時であ るが,そ の時既 に遊走 腎に就 て深 い観 察が行われ,原 因,症 状,治 療 に就てはつ き
り記載 されてい ることは全 く驚異 と云わなければならないので少し く紹介 してみたいと思 う
次第 であ る.
FranciscusdePedimontium(1250-1319)は``Dedislocationerenumetvesicae
etmedidniseius"と題 して腎の変位 に就て書いた初めての医師であ ると信 じられてい る
が,泌 尿器科 の丈献に彼れの意 見をみ ることは少ない故 に,そ の記載に就て探 究す ることは
興 朱のあ ることで ある.そ こでPeterA.NarathがUrologiaInternationalisに書 いて
い ることを少 し く引用 してみる.
FranciscusはTerradiLavaroのSanGermanoに1250年頃に生れているが誕生 日は
不明であ る.Salemoで医学 を修め,後 にNaplesの大学 の教授 になった.そ してNaples
KingRobert,又Sic皿yのRobertdeAujonの侍医(1265?)にな り,1319年Naples
で死去 してい る.
彼 れの書いた項 目の終 りにはhelpsofChristorGodと書いてあることか ら彼れが非常
に信仰 の厚い人であつ たことは確か である.そ の頃Salerno,Bologna,Paduaの大学 は国
際的に名声を博 していたもので,彼 は叉``SupPlementumMesuae"の有名な著書 の執筆
者の一入であ り,此 の本は叉此の時代 の代表的著書 の一つで あつ た.
此 の本の中に``Dedislocationerenumetvesicaeetmediciniseius"の項 をみ る.
即 ち``Thedislocatedkidneyalldthebladderanditstreatment"で今 日当初 の原本
は存在 しないが,若 しあるとすればItalyの図書館の どこかにあるで あろ う.




の医学 走の中にある.そ れに よると``FrancescodiPiedimonteComplementum
practicaemesuevellicenooimagiojanuary31,1479"としてあるが,此 れは1442年{反
のもの とその内容は全 く同じである.叉LondonのRoyalSocietyofMedicilleに1491
年版のものがあり,1442年版 のもの と全 く同 じである.叉NewYorkAcademyof
Medicineのものは1508年版 でFig.2.に 示す もので語辞は全 く同じであるが,Chapter
numberが僅 に異 なるもので ある.
その本丈の大略 を紹 介す ると,腎 の位置 の異常は時 々起 るもので,膀 胱に も起 ることがあ
る,若 し位置の転位が起 ると腎は右,左 の下方 に下垂 して転 移して,色 々の障害や,排 尿困
難が起つて くる.
転移の真の原因はその靱帯 の弛緩 と牽 引組織の断裂 に より起 るもので,そ の原因 には外的
と内的の原因があ り,内 的には湿気 と寒気が加わ ると組織 が軟 弱 とな り,麻 痺 が起 り,冷 水
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浴に よつて起 ることもある.そ の予防 には静かに適 当な位置 で停止す るこ とで ある・又外因
には打撲 によ り固定組織 の断裂 と弛緩 が起 るためであると云 う・
症状(Signa)は転位が外因に よる打撲 に よる時 には断裂 が起 り,血 尿 を来 す ものがあ る・
若 し弛緩 のみで,断 裂 のない時は排 尿困難 も左程著 しい ことはない.実 際に外傷で な く転位
が起 るときもあり,又 内因的 の生 活様式,食 事等 に より組織 の軟弱,麻 痺がその生活様式に
比例 して起 るもので あり,冷 水浴 に よる外,他 の疾病 が合併 して排 尿困難が起 り,時 に膀胱
頸部 の閉塞 が起 り,尿 閉 を来 し,尿 道(尿 管の誤 りか?)の 圧迫,屈 曲,捻 転に よつて も尿
閉 を起 して来 ることがあ る.
治療(Cura)は若 し打撲 に より固定組織 の断裂が起つ て転位 を した ものでは永久 に治療 の
方法はない.然 し収敏剤Astringentsdrugで牽引 して,復 位,復 旧を補助 す る外,
Mucllaginoussubstance粘稠剤 を飲 ませ,Pastes脾創膏 を使用 して治療 し,転 位 の治療
を図る.靱 帯の断裂 でな く,湿 気に よつて軟弱 とな り弛緩 した ものでは,治 療法 は同 じで,
麻痺 を治療 し,下 剤 に より排 泄を計 り,適 当な薬剤に より上方 に牽 引 し,消 化物を濃縮 す る
ために,シ ヤ コ酷蜜,或 は利 尿紐疾剤 を用 い又下痢 と嘔吐 を起 し,脱 水 を図 り,叉Agarico
(バラ、タケ)に よ り身体 内部 に達 する熱 と下痢 とを起 し,神 経 を増強す る,粘 液 物質は深部
か ら牽引作用を起 し,神 経性 嘔吐 を起す 叉溶解性乾燥剤 の内服 に より治療す ることが出来
る.即 ち煉剤,糊剤,芳 性阿片舐剤,防 毒剤を用い.蝋,辟 創膏,糊 膏等 の応用 によ り,発 汗
法即 ち熱に よる乾燥浴 を行 い,叉 熱 を発す る食事に より乾燥 を行 つて治療 を行 う.
以上 がそ の大 要であ るが.意 の通 じない点 もあ り,今 日不可解 とす る事 もあ る.原 因の と
ころで,湿 気を重要視 してい ること,冷 水浴 で起 る としてい る事 な どは了解 に苦 しむ点であ
る.従 つて治療 の ところで,
その湿 気である水分 を取 るこ
とが工夫 された らし く,下 剤
吐剤 により下痢 を起 させ,嘔
吐 を催 させ て治 るとしている
こと等 は今 日月府に落 ちないこ
とであるが,固 定組織 の断裂
が打撲 に よつ て起 り,甚 だし
い時 には血尿,尿 閉 が起 り,
治癒 の方法がない としている
ことは当時 としては もつ とも
な事 と思われ る.叉 尿道(尿
管 の誤 りと思 うが)の 圧迫,







此 処に追計す る次第 である.
なおNarathか ら 日本 で遊
走 腎を研究 してい るのは清水
であ ると土屋か ら聞いたので
別冊を送 ると云つて来 たもの
で,此 の点土屋博 士に衷心 よ
り御 礼申し上げ る.又 稲 田教
授か ら何 か書 く様に との こと
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